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「岡山県はなぜ果物がおいしいか」 

                          2022 年 7月 荒川 満 

 

序 

 

（都市調査会の視察） 

 （一社）都市調査会（青山佾代表）が企画した今春の岡山県フィールドワークに参加した。公式の訪

問先は、倉敷美観地区（大原本邸・美術館）、岡山大学農学部、蒜山高原（ひるぜんジャージーラン

ド・ひるぜんワイナリー・グリーナブルヒルゼン）、児島（船上からの瀬戸大橋、むかし下津井海鮮

問屋、鷲羽山、野崎家塩業歴史館、ジーンズストリート）であった。 

 倉敷美観地区は都合でいけなかったが、そのほかの訪問先で特徴的な産業に触れることができたの

は良かった。岡山大学農学部は次男の勤務先なので、当日は県の畜産関係者とふたりでジャージー牛

の育成と乳製品研究について講義をしてもらい、そのあと県北部の蒜山高原にいって牧場レストラン

で実際にジャージー牛の産品を味わった。 

 どの訪問先でも、施設の責任者や専門家から詳しい説明を聞くことができたので、とても充実した

視察になった。お世話になった皆様に心から感謝申し上げる次第である。 

 

（農業について） 

 岡山県は農業県といわれる。ほぼ県全域でおいしい果物ができ、濃厚な乳を提供してくれるジャー

ジー牛の飼育数は蒜山高原の真庭市が日本一だという。気候的にも地理的にもそして地政学的にも岡

山県は恵まれ、県北部の中国山地から県南部の瀬戸内海沿岸に至るまでさまざまな要素がコンパクト

に凝縮されて、古くから発展してきた。江戸期には児島湾で干拓による新田開発が行われ、その北側

の倉敷は物資の集積と西国監視の目的から天領になった。干拓地の綿花栽培で発展した繊維産業は今

日の児島ジーンズにつながる。 

 戦後はわが国の工業化に伴って、水島などの瀬戸内海沿岸ではコンビナートが発展したが、一方で

岡山県経済を支えてきた農業生産は低下していった。偶然見つけた資料だが、下野克己氏「戦前昭和

期の岡山県の地域産業編成」（岡山大学経済学会雑誌 1987）にあるデータによると、大正 14（1924）年

の第 1次産業と第 2次産業の比率は 42：58と拮抗していたが、平成 30（2018）年の比率は内閣府・県

民経済計算によると 3：97と、第一次産業の低下ははっきりしている。 

 こうしてみると岡山県の「農業県」は戦前までのことであったのかもしれない。それでも農業県の

イメージが消えないのは、今日の岡山県の頑張りにあると思う。岡山県教育委員会が監修した小学

４・５年用の社会科副読本「おかやまの農林水産業」では、はじめに「岡山県の面積の 10 分の 1 ほ

どが耕地で、令和 2 年度の販売農家数は、およそ 2 万 8 千戸です。全国で 14 番目、中国地方では１

番です」と述べ、そのあと農業者の仕事ぶりが紹介されていく。 

 蒜山のジャージー牛には感動したが、岡山県の農産物となると「もも」と「ぶどう」が外せない。

岡山訪問が果物の季節より早かったので賞味できなかったが、関東にいてその季節に運良く食べられ

ると、毎回そのおいしさに感動する。視察の旅の事後報告に当たり、その味を思い浮かべながら、文

献調査だが勉強の意味を込めて、県の果樹農業の奮闘ぶりを探った。 

 

（本論の流れ） 

 設定したテーマは、「岡山県はなぜ果物がおいしいか」である。本論の流れは、まず第 1章で岡山

県における果実生産の現状を概観し、第 2章でおいしい理由を分析するための切り口と仮説を設定し、

それを受けて第 3章では公開されている論文・統計・行政情報・商業情報等を活用して仮説を検証し、

実態の把握と課題を整理した。 
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第 1 章 岡山県の果実生産 

 

 令和 2（2020）年の岡山県農業の概要は、図表 1 のとおりである。農業全体の産出総額は 1,414 億円、

そのうち果実は 264億円（全体の 18.7%）である。内訳で一番多いのは米だが、次いで果実、鶏卵、

野菜、乳用牛・肉用牛となるが、それらの品目の割合はそう大きく違わない。果実の内訳は「ぶどう」

188 億円、「もも」53 億円であり、この 2 種で果実の 92%になる。まさに岡山の果物を代表してい

る。 

 経年変化（右の棒グラフ）をみると、この 20年間の農業総額は 1,362 億円から 1,414 億円に 52 億

円、4％増加しているが、果実は 169億円から 264億円へと大きく 95億円、56％増加している。 

 なお、生産農業所得統計によると、同年の「もも」産出額全国 1 位は山梨県（181 億円）、2 位福島

県（133 億円）、3 位岡山県（53 億円）、4 位長野県（48 億円）である。「ぶどう」産出額１位は長野県

（402 億円）、2位山梨県（398 億円）、3位岡山県（188 億円）、4位山形県（158 億円）である。 

 全国都道府県庁のホームページを検索すると、果物・フルーツの言葉を冠する“王国”を標榜して

いるのは、これら上位県であることが分かる（図表 2参照）。岡山県は「フルーツ王国」「くだもの

王国」を使い、同県農業経営基本方針には「『フルーツ王国おかやま』の確立」を掲げている。 
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第 2 章 分析の切り口と仮説 

 

 「岡山県はなぜ果物がおいしいか」を分析すため、次の囲みのとおり、「もも」と「ぶどう」を対

象に、消費者の立場から「品質」「値段」「評判」の３つの切り口と仮説、生産者の立場から「天気」

「土地」「生産者」「技術」「歴史」「行政」「収益」の７つの切り口と仮説を設定した。 

 このうち、消費者の仮説検証は人の嗜好や気持ちの分析が必要になるが、関連資料やデータの入手

が難しい。そこで今回の分析では、入手しやすい生産者側の資料・データを使って、7 つの切り口か

ら仮設を検証してみることにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3 章 仮説の検証 

 

第１節 温暖で好天の多い気候は果実栽培に向いている（天気） 

 

（気温と降水量の基準を満足） 

 農林水産省「果樹農業振興基本方針」に「栽培に適する自然的条件に関する基準」が書かれている。

この中から「ぶどう」「もも、おうとう」を抜粋したのが図表 3である。 

 基準では気温と降水量についていくつか規定しているが、果実生育期間である 4-10 月における平

均気温と降水量みると、平均気温は「ぶどう」14℃以上、「もも」15℃以上、また降水量は「ぶど

う」1600mm以下、「もも」1300mm以下となっている。 

 これを踏まえて、岡山県の農業地域区分（地形･標高･気象の条件で区分）内の気象観測地点をいく

つか抜粋して、気象庁公表の平均気温・降水量を整理したのが図表 4である。 

 どの地点も「ぶどう」の 4-10 月平均気温・降水量の基準（14℃以上、1600mm 以下）を満たして

いる。品種にもよるだろうが、県全体にわたって「ぶどう」は栽培できる環境にあるということにな

る。「もも」については、平均気温はどの地点も基準（15℃以上）をクリアしているが、降水量

（基準 1300mm 以下）は県北部の上長田（蒜山高原）がオーバーしているが、それより南側にある

他の地点はいずれも基準をクリアしている。「もも」は好天の多い地域が望ましいようである。県南

部の岡山平野は 4-10 月の降水量が 900mm 未満（同期間の東京は 1211.8mm）と晴れの日が多いの

で、「もも」栽培が早くから導入されたのも理解できる。 

■分析の対象 

  「もも」 と 「ぶどう」 

■消費者の立場からの切り口と仮説 

1. 品質・・・・とても甘く、大粒で、外観がきれい、安全。 

2. 値段・・・・安い方がいいが、高くても品質に見合っていればいい。 

3. 評判・・・・全国の評判がいいから、自分でも食べたい、贈りたい。 

■生産者の立場からの切り口と仮説 ←＜今回の検証対象＞  

1. 天気・・・・地元の気候が果実栽培に向いている。 

2. 土地・・・・土の状態も果実栽培に向いている。 

3. 生産者・・・生産者が切磋琢磨し互いに協力している。 

4. 技術・・・・品種改良でおいしさを作っている。 

5. 歴史・・・・先人の努力が生きている。 

6. 行政・・・・行政がしっかり支援してくれている。 

7. 収益・・・・売れて儲かっている。 
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（図表 3）農林水産省果樹農業振興基本方針「栽培に適する自然的条件に関する基準」（平成 27 年） 

 

 

（図表 4）岡山県気象観測地点における平均気温・降水量（1991~2020年平均）気象庁データ 

地点 （県農業地域区分） 
平均気温（℃） 降水量（mm） 

年平均 4-10月平均 年間 4-10月 

上長田（蒜山） （中国山地） 11.5 17.5 2126.4 1333.7 

津 山 （津山盆地） 14.0 20.2 1416.0 1085.4 

新 美 

（吉備高原） 

12.4 18.4 1361.1 1041.4 

高 梁 14.5 20.7 1230.3 951.6 

和 気 14.2 20.3 1208.1 938.3 

岡 山 

（岡山平野） 

15.8 21.8 1143.1 884.1 

倉 敷 15.8 21.8 1042.2 796.2 

笹 岡 15.7 21.7 1055.1 814.2 

（備考）上表の「農業地域区分」とは、地形･標高･気象という自然条件による農業地域区分である。北

部の中国山地から南部の岡山平野まで階段状に低くなる。 

 
 

（“ひでり”から果実が生まれた）  

 瀬戸内海気候による好天続きは、もう一方で農業に苦労をもたらした。高田正規氏の研究論文「岡

山県における果樹農園の形成過程」（人文地理 1963 年）は、干ばつの被害から農業を守るために果

樹栽培が導入された、と語る。 

 論文の趣旨は、次の通りである。 

・ 調査対象は、県南西部の丘陵地「鴨方」（現岡山県浅口市鴨方町）における「もも」栽培の形

成過程である。 

・ 県南部は年間降雨水量が1000mm以下の干ばつ頻発地帯であり、干ばつの被害は江戸時代から

「備中ひでり」といわれた。 

・ ひでり対策として“ため池”灌漑が行われた。しかし、ため池は必ずしも功を奏しなかった。

後年の事例であるが、昭和17（1939）年の干ばつで「鴨方」は、ため池がしっかり整備されてい

たにもかかわらず水稲の収穫は平年の7％にまで大きく落ち込んだ。。一方、同じ県南部の平坦

地はため池でなく主に“河川”灌漑で対応したので十分な水量を確保でき、水稲減収はわずか

で済んだ。この平坦地一帯の中心地である「倉敷」は収穫が13％も増加した。 

・ 「備中ひでり」のこうした被害差は、降水量が少ないという自然条件だけでは説明できず、水

利用のあり方（ため池か河川か）が大きく影響したといわざるを得ない。 

・ ため池に頼っていた「鴨方」は、江戸期には水田の拡張が限界に達した。やむを得ず畑作で綿

や藍の栽培を行った。しかし、残った水田と切り替えた畑作の組合せでは自給的農業にとどま

り、農家の厳しい状況は明治初めまで続いた。 
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・ この停滞を打ち破ったのは、水田拡張のための水利の変革ではなく、灌漑用水を必要としない

緩傾斜地における畑作導入であった（※）。しかし、緩傾斜面は保水性の悪い真砂土のため、

当初の緩傾斜畑作物は、栗などの雑穀や耐旱性のある甘藷が主なものであった。明治30年ごろ

になって上層農民がこれらの穀作のほかに「もも」や「なし」を導入するようになったが、こ

の段階でも水田での農業は維持されていた。 

※ 別資料（前出の社会科副読本「おかやまの農林水産業」など）によれば、明治6（1874）

年に鴨方の隣りの備中今井村（現笹岡市広浜）で渡辺淳一郎氏が傾斜地を利用した「も

も」栽培を開始している。岡山県で最初の栽培といわれる。 

・ 果樹栽培の飛躍的拡大は、明治末から大正末にかけて起こった。この間雑穀が減少し、桑・除

虫菊・ハッカが増えたが、果樹栽培はそれを上回る勢いで増加していった。それは緩傾斜地の

所有者が斜面を“果樹園”に開墾するという形で進んだ。 

・ 昭和10年代に入ると、養蚕業の衰退、除虫菊・ハッカの北海道での発展があり、これらの畑は

果樹園に転換されていった。果樹園では「もも」を中心に栽培するようになり、10年代後半鴨

方一帯は「もも」地域としての地位が確立し、商業的農業が進展していった。 

・ 岡山県の「もも」栽培地域は、大正中期から昭和初期では県中央南部の御津郡が中心だったが、

昭和10年代後半は南東部の赤磐郡に中心が移動し、同じ頃「鴨方」がある南西部の浅口郡も赤

磐同様「もも」栽培が盛んに行われた。しかし戦後になると、御津は「ぶどう」に転換、赤磐

も「ぶどう」との組合せ栽培に変わっていったが、「鴨方」をはじめ南西部の浅口郡は「もも」

栽培に集中し、その中心地になっていった。 

・ 戦後の農地改革により自作農が急増したが、「もも」農家の多くは米麦作も「ぶどう」栽培も

する零細兼業であった。大規模経営の場合でも「もも」への特化はみられない。こうした経営

上の未分化が今も続いているところに岡山県の特質がある。この点、山梨県甲府盆地の「ぶど

う」は醸造資本による資本的経営が行われ、岡山も「ぶどう」のマスカットは富裕的経営がみ

られる。しかし岡山の「もも」は後進的性格を濃厚に残存せしめている。 

 論文趣旨は概ね以上である。 

 明治の岡山農民は、ひでりの中で生きていくのに水田では限界があることを知り、代わりに緩傾斜

地に畑を作り、雑穀から始めて次第に「もも・ぶどう」を栽培するようになっていった。そして大

正・昭和には「もも・ぶどう」等の果樹園の開墾が盛んになり、戦後はさらに拡大。こうした経過を

たどって果実栽培は自給的自作農から販売農業・商業的農業へと発展していった。なかなか感動的な

物語である。 

 
 

第２節 土壌改良により果実栽培に適した土を確保している（土地） 

 

 中国地方の土は、花崗岩が風化してできた砂状の土である「真砂土」が多い。 

 岡山県が発行している「土壌診断と土づくりの手引き」には「全県面積の 25％強を花崗岩が占め

ている」「瀬戸内海沿岸丘陵地は花崗岩を母体とする中粗粒質の黄色土が・・・分布している」と岡

山県の土壌の特徴をあげている。 

 この土は、締め固まって水はけが悪い場合は土砂災害を起こしやすい。国は特殊土壌に指定して対

策を練っている。しかし平成 26（2014）年、隣接の広島県広島市の北部斜面で大規模・広範囲の土砂

災害が起こった。降り続く豪雨と、表面が硬くなった真砂土の上を斜面上部から流れてきた土砂とが

一緒になって、斜面やふもとの住宅地に流れ込み、大きな被害をもたらしたのは記憶に新しい。 

 農業面における真砂土の特徴について、前節で引用した高田正規論文は「花崗岩風化土壌が主体と

なっているこの地域（県南西部）の丘陵は、土壌が保水性に乏しく、肥養分の流亡が甚しい上に酸性

化が顕著」と述べている。果実栽培に適さない場合は、土壌の浸透性を高めるために他の土を混ぜて

改良が行われるが、真砂土は改良すればその効果がよく表れる土ともいわれている。県の土づくり手

引き書では、県内の土壌調査結果を示したうえで、物理性（保水・通気・排水が良好等）・化学性（保

肥力が大きい等）・生物性（土壌有機物が豊富等）の観点から土壌改良方法を詳細に提示している。 
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 図表 5は、岡山県「果樹農業振興計画書」の表から「もも・ぶどう」を抜粋したものである。栽培

に適応する農業地域はどこか、適応する土壌はどういうものかが分かりやすいので引用した。 

 これによると、「もも・ぶどう」栽培に適応する土壌は、排水良好つまり水はけが良く、砂と粘土

の中間粒である“壌土”あるいは“砂質壌土”という保水性･保肥力のある土であることが示されて

いて、栽培圃場では、こうした土になるよう土壌改良が行われる。その結果、「もも」は津山盆地以

南が栽培適応、「ぶどう」は全県で栽培適応となっている。「ぶどう」のうちエジプト原産のマスカ

ット・オブ・アレキサンドリアは、暖かい南部の岡山平野と吉備高原で栽培され、県北部の中国山地

でもピオーネやオーロラブラックが栽培できるというのは興味深い。 

 

（図表 5）岡山県果樹農業振興計画書「振興品種の地域・土壌適応性」より抜粋 

 
 

 

第３節  農家数減少の中で官民挙げて切磋琢磨と協力がある（生産者） 

 

（生産力低下、農地放棄の懸念） 

 図表 6は、岡山県における農家数・販売農家数・果樹栽培経営体等の推移をみたものである。令和

2（2020）年の農家数は 50,735万戸、うちは販売農家数は 27,973万戸である。 

 農林業センサスは近年用語の変更があり、従来の販売農家に相当するものとして「農業経営体」を

使うようになった。令和 2（2020）年の「ぶどう」栽培経営体数は 2,765経営体、経営体総数の約 10％。 
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「もも・おうとう」栽培経営体数は 1,255経営体であり経営体総数の約 4％を占めている。 

 平成 12（2000）年から令和 2（2020）年までの 20年間の経年変化をみると、農家数は 44%減少した。

そのうち自給的農家は 17%減だが、商業的農業を担う販売農家数つまり経営体総数は 55%減と大き

く減っている。 

 次に果実農家をみると、果実全体では 19%減と農家全体や販売農家（経営体総数）に比べると減

少は緩やかである。しかし、果実のうち「ぶどう」経営体は 9％減だが、「もも・おうとう」経営体

は 48％減と大きく減っている。これは、先ほどの高田正規論文にあったように「もも」栽培に零細

農家が多いので、高齢化等により栽培を辞める「もも」農家が相対的に多くなっているためではない

かと考える。農家数の減少は、岡山県に限らず全国的な課題となっている。生産力の低下はもとより、

食料自給力の低下にもつながりかねず放置できるものではない。背景には農業者の高齢化、耕作放棄

地の増加があるとされる。 

 

（担い手確保にむけた当初の国の動き） 

 厳しい状況にある農家の実情を踏まえると、仮説に立てた生産者間の切磋琢磨や相互協力は弱いの

ではないかとの思いになる。そこで、農家数の減少に対して官民はどう取り組んでいるかをみた。 

 まずは国の動き。一言でいうなら農業経営の弱体化が原因で農家数が減少しているととらえ、昭和

55（1980）年に農業経営基盤強化促進法（農経法）を制定し、強化に取り組んでいる。 

 具体的にはこうである。“効率的かつ安定的な農業経営”の育成を図るために農業従事者の年間労働

時間や生涯所得等の目標を明らかにし、その目標に向けて農業経営を計画的に改善しようとする農業

者に対して、農用地の利用の集積、経営管理の合理化、経営基盤の強化を促進するための措置を総合

的に講じて支援すると定めている。 

 ここでいう“効率的かつ安定的な農業経営”とは、農業の主たる従事者の年間労働時間が他産業の

従事者と比べて同等であり、生涯所得も他産業の従事者に比べてそん色のない水準を確保することが

できるという意味で「効率的」であり、かつ、それが中長期に継続し発展することができるという意

味で「安定的」であることを指している。 

 つまり、他産業と同等の労働時間と生涯所得が保障できる収益性のある農業経営を将来にわたって

継続的に行える“担い手”を育成・確保する政策が国・地方挙げて取り組まれている。これを最近流

行りの表現でいえば“儲かる農業”である。余談であるが、この表現が公で初出したのはおそらく島

崎秀樹氏（農業生産法人トップリバー代表取締役社長）が 2009 年 1 月のテレビ番組「カンブリア宮

殿」（BS テレ東）で発言ではないかと思うが、今ではマスコミや農業界だけでなく、後述するように

行政においても使われるようになっている。 

 

（岡山県での官民協力） 

 岡山県では、いかなる取組をしているか。 

 県は、農経法に基づいて「21 世紀おかやま農業経営基本方針」（令和 3 年、目標 10 年）を策定し、

次のような方針を打ち出している。 

➀育成すべき担い手： 

認定農業者：市町村等（広域の場合は県又は国）から農業経営改善計画の認定を受けた経営体 

認定新規農業者：市町村から青年等就農計画（5 年後の経営目標記載）の認定を受けた経営体 

基本構想水準到達者：市町村策定の農業経営基盤強化促進基本構想における効率的かつ安定

的な農業経営の指標の水準に到達しているとみなされる者、または認定農業者の再認定

を受けなかった者のうち従前の経営を維持または拡大している者 

集落営農：特定農業団体（地域の農地の 2/3 以上の農作業を受託することを地権者が合意した

任意組織）、または集落営農組織（農業生産過程の全部または一部を共同化・統一化し

て行う集落単位の営農組織） 
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②育成すべき担い手の目標数：4,000経営体（10年間） 

  そのうち新規認定農業者の確保数：540経営体（4年間） 

➂専門家やベテラン農業者による「伴走型支援」を強化することで、認定農業者を「儲かる農業

者」に育成していく。 

④企業の農業参入を支援し、担い手が少ない地域での農地維持、後継者確保、意識改革を推進。 

⑤定年帰農者・女性農業者への支援、農業協同組合等による担い手育成。 

⑥離農した園地への担い手・新規就農者の誘導と産地の維持拡大。 

⑦園芸部門においては、「伝統ある高い技術に裏打ちされた、国内外市場から高い評価を受けて

いる白桃やぶどう、地域の気候を生かしたなすやトマトなどの栽培が盛んであり、・・・こ

うした産地では産地リーダーを中心とした組織活動や担い手育成が図られており、今後とも

本県の優位性が発揮されるよう、農業後継者の確保や新規参入者の就農を支援して園芸産地

の維持発展に努める」 

 そして、これらの施策を推進するため、県庁組織として岡山県農林水産部、農業普及指導センター

（各県民局内）、農業経営･就労支援センター、県立青少年農林文化センター三徳園、外郭団体とし

て岡山県農林漁業担い手育成財団、連携団体として市町村、農業協同組合中央会、農業会議等が相互

に連携して取り組んでいる（第 3章第 6節参照）。 

 また、産出額の面では、第 1 章で示した図表 1「岡山県の農業生産の内訳」の右棒グラフのとおり、

果実栽培の産出額は伸びている。具体的数字をあげれば、図表 6 で令和 12（2000）年の果実栽培実経

営体数（販売農家数に相当）については 6,919 経営体から 5,635 経営体に 1,284 経営体、19％減少し

ている。しかし、図表1の右棒グラフにあるように、果実産出額は169億円から264億円に95億円、

56％増加している。農業全体では 1,362億円から 1,414億円に 52億円、4％増だから、果樹農業の貢

献度は目を見張る。。 

 こうしてみると、農業者数そのものは減少傾向にあるが、官民挙げて担い手の育成と確保、産出の

拡大、品種改良等に取り組んでおり、そこには切磋琢磨と協力があると確信するものである。 

 

 

第４節  品種改良に積極的に取り組んでいる（技術） 

 

（栽培技術） 

 一口に「技術」といっても、その範囲は大変広い。 

 例えば「ぶどう」の基本的な栽培過程をみても、果樹の植付、水やり、受粉、ジベレリン処理（種

無し化）、追肥、芽かき、剪定、摘房、袋掛け、収穫、病害虫の防除などがあって、それぞれの段階

で効果的あるいは安定的な栽培のための技術が要求される。 

 特にわが国の果樹栽培は、岡山県に限らないことであるが、傾斜地を利用した栽培が特徴であり、

そのため機械化・大規模化はむずかしく、長時間作業など過酷な労働を強いられる労働集約型栽培に

なっている。また、同じ耕地で密度高く連作するため、さまざまな障害発生や化学肥料・農薬の使用

に伴う問題点が指摘されている（黒田治之“わが国果樹栽培技術の課題と展望”1999年）。 

 「技術」を切り口とした検証ならば、本来こうした諸点も取り上げるべきであるが、各段階におけ

る技術開発は岡山県だけでなくわが国全体のテーマとして既に国を挙げた取組みが行われていると考

えるので、本論では、果物のおいしさを開発する技術つまり品種改良について、先人や県の努力を整

理してみた。 

  

（「ぶとう」の品種改良）  

 消費者に売れる品種をつくる品種改良（育種ともいう）には、基本的に 2つの方法がある。 

 1 つは、両親の優れた特性をいいとこ取りするために人工的に掛け合わせる「交配」で、異なる品
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種同士の交配を「交雑」ともいう。もう 1つは、枝の中から突然変異でできた特性のある品種を見つ

け出して、その枝を接ぎ木等によって増殖させる「枝変わり」がある。 

 岡山県が品種改良した「ぶどう」にはどのようなものがあるか。岡山の代表的な品種の写真を栽培

開始または品種改良した年次順に配列し、それをコメントしたのが図表 7である。 

 マスカット・オブ・アレキサンドリアは、その名のとおり古代ローマ時代のエジプト・アレキサン 

 

 

 

 

（図表 7）岡山県で栽培／品種改良された代表的な「ぶどう」 （備考）旬の食材百科ほか 
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ドリアから地中海各地に広がった北アフリカ原産の品種である。わが国では明治維新後、殖産興業策

で兵庫県に開設された官営葡萄園での栽培が最初であり、同園で学んだ岡山県出身の大森熊太郎氏と

山内善男氏が持ち帰って、明治 19（1886）年に温暖な岡山県で温室栽培し成功させたといわれている。

現在の岡山県でも生産され、全国の 95％を供給する主力商品の一つになっている。 

 

（種無しぶどうの誕生） 

 種無しぶどう化（無核化）は食べやすいので一般に消費者に好まれる。そこでアレキサンドリアの

無核化を岡山県農業研究所が平成 13（2001）年から数年間にわたって研究した記録がある。しかし、

最近確認した JA 晴れの国岡山のホームページには「種無しの処理をすると香りが弱まってしまうの

で、マスカット・オブ・アレキサンドリアはあえて種無しの処理を行っていません」との説明がある

ところをみると、現在も開発継続中のようである。 

 明治早々に温暖適地の岡山県で栽培が始まったアレキサンドリアだが、その後県内や全国で品種改

良が行われ、高品質の子孫を残している。その代表格といえるのが、巨峰との交配によって昭和 32

（1957）年静岡県で生まれたピオーネである。親は岡山で育ったアレキサンドリアなので、ピオーネ

も岡山県で元気に育つ。岡山県ではそのピオーネの無核化を昭和 56（1981）年に全国で初めて実現し

ニューピオーネと命名された。今やピオーネといえばこのニューピオーネを指すといわれている。 

 シャインマスカットは、お隣りの広島県生まれで、現在岡山県のほかに山梨県、長野県が大変多く

生産しているが、これもアレキサンドリアの子孫である。シャインマスカットは、岡山県では「晴王」

というＪＡ共選のブランド名をつけて、贈答品用の高級ぶどうとして全国販売されている。 

 

（「もも」の品種改良） 

 次に、岡山県の「もも」について、代表的な品種の写真を栽培開始または品種改良した年次順に配

列し、コメントしたのが図表８である。 

 岡山県の「もも」といえば白桃である。日本の桃の元祖とされている。明治 8（1875）年、中国から

わが国に渡来した桃（水蜜桃）が岡山県においても栽培が始まった。病害虫にやられやすいので育て

にくかったが、のちに果樹栽培の祖として知られる小山益太氏が倉敷で果樹園を開設し、新品種の育

成や病害虫研究に努め、明治 28（1895）年には新品種「金桃」を生みだした。 

 

（白桃の誕生） 

 この小山氏から果樹栽培を学んだ大久保重五郎氏は、上海水密の枝変わりによって新品種を発見。

これを育て明治 32（1899）年「白桃」が誕生した。現在の各種白桃のルーツである。 

 白桃の白さの秘密は「袋掛け」にある。袋掛けの発見は、少し遡るが、「ぶどう」のアレキサンド

リア栽培に取り組んだ山内善男氏によるもので、当初は虫害防除の目的で発案され、明治 15（1882）

年ごろに袋掛け技術が確立された。それを「もも」栽培にも使うことによって、白桃の発見につなが

った。袋掛けは、実がピンポン玉くらいの大きさの時に手作業で一つひとつ包んでいく大変な労働作

業である。陽の光を直に浴びないから赤く色づかず、風や雨による傷や虫の害からも実を守り、白く

なめらかな肉質を作り上げるという。 

 白桃の品種改良は昭和に入ってからも進み、昭和 7（1932）年岡山市の西岡仲一氏が同市芳賀の清水

地区にあった白桃・岡山 3号の混植果樹園で高品種を発見。それを育成し、地区名を冠して「清水白

桃」と命名した。清水白桃は、肉質が緻密で柔らかく、多汁で甘味が強い、非常に優れた品種で、岡

山の白桃といえば今は清水白桃を指すといわれている。 

 近年では昭和 56（1981）年に「おかやま夢白桃」が開発され、平成に入ってからも岡山県農業試験

場によって「白鳳」と「白露」が開発されている。 
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（行政による品種改良への貢献） 

 このように明治以降の品種改良は、主に民間の農業者が中心になって行われたが、近年は行政、具

体的には岡山県農林水産センター農業研究所が品種改良に積極的に取り組んでいる。 

 図表 9 は、平成 11（2013）年以降に県農業研究所が育成した登録品種のうち「もも・ぶどう」を抜

粋したものである。 

 品種の育成では同研究所と大学や民間研究機関との連携もあったと考えるが、品種例は、最近話に

聞く品種、例えばピオーネ級の高品位の味をもちながら収穫時期を早めた「オーロラブラック」がそ

うであり、岡山白桃の代表格になった清水白桃の後継品種とされる「おかやま夢白桃」や、収穫時期

を遅らせた晩生種の「白皇」「白露」があると知った。県の研究所は岡山フルーツ振興の重要な役割

を担っている。先人の成果を受け継ぎつつ、産学官の力を合わせて開発に取り組む姿がみえる。 

（図表 8）岡山県で栽培／品種改良された代表的な「もも」 
     （栽培開始・品種改良等の年次順に配列した） （備考）旬の食材百科ほか 
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（図表 9）岡山県（農業研究所）が育成した「ぶどう・もも」登録品種一覧（令 3.10.15現在） 

品目名 登録品種名 （商標名） 登録年月日 

もも  白麗 平成 11.7.21 

ぶどう  オーロラブラック  平成 15.2.20 

もも  おかやま夢白桃  平成 17.3.14 

もも  さきがけはくとう  平成 25.6.18 

もも  岡山 PEH７号（白皇）  平成 28.3.22 

もも  岡山 PEH８号（白露）  平成 28.3.22 

 

 

（出荷時期） 

 図表 10 は、代表的な岡山産の「ぶどう」と「もも」の出荷時期を示したものである。露地栽培で

あれば通常出荷最盛期は「ぶどう」なら初秋の 9～10 月、「もも」なら真夏の 7～8 月だが、近年は

温室栽培による早生化、品種改良による晩生化、収穫済果実の保存技術の進歩などによって、市場へ

の出荷時期、消費者への商品提供時期が一年の中で広がりを見せている。 

 図表 10 で確認できるが、「ぶどう」の出荷は初夏から晩秋にまで及んでいる。近年、ピオーネを

冬の需要にも応えられる品種にするため、6月収穫と12月収穫の二期作が岡山県で研究されている。

「もも」については、品種毎の出荷時期は通常ひと月からふた月程度であるが、時期の違う品種を開

発することによって逐次提供できるようになり、消費者の需要に応えられる時期を広げる努力が行わ

れている。 

 また、早生種や晩生種の開発は労働分散効果が期待でき、担い手不足と高齢化が進む中で品不足に

しないで市場に安定供給していくうえでも重要になっている。 

 

 
 

 

第５節 先人の努力がフルーツ王国おかやまの礎になって生きている（歴史） 

 

 岡山県の産業に関する資料を読むと、先人たちの努力、とりわけ創始者、パイオニアといわれる人

びとの功績を大事にしていることが分かる。 

（図表 10）出荷時期 ＜晩生種の開発等で時期を拡大＞ （備考）「ＪＡ晴れの岡山」ＨＰより作成 
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 にわか勉強だが例を挙げてみると、江戸期の岡山藩初代藩主池田光政は庶民教育に力を入れ、備中

松山藩士の山田方谷は財政改革と地域活性化を成し遂げ、今回視察にいった倉敷や児島では、光政・

綱政に仕えた津田永忠が後世の礎になる児島湾新田開発を断行し、その干拓地で野﨑武左衛門は塩田

王になって下津井港から全国に塩を送り出し、渾大防益三郎は干拓地で栽培された綿花を使って紡績

業を起こし、大原孫三郎は国産ジーンズ誕生につながる倉敷紡績をはじめ数々の企業活動・社会事

業・福祉事業・文化事業を岡山で実行した、などである。 

 挙げれば切りがない数多くのパイオニアが各分野で活躍したが、果実の世界でも先人たちの功績が

現代に伝えられている。図表 11 は、本論でこれまで取り上げた人物をいくつかの資料から整理した

ものである。多くは、窮状を経験した農民であり、同時にそれを打開しようと懸命に立ち向かった農

業技術者たちであった。そして教育に熱心であり多くの後継者を育て、その精神は次節でみるように

現在の岡山県に引き継がれている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第６節 行政の積極的な支援がある（行政） 

 

（供給力の強化を目指す） 

 岡山県の農業は、瀬戸内海地方特有の“備中ひでり”にたびたび見舞われてきた。この困難を乗り

越えるために明治の農業者は、それまでの発想を変え水田の継続にこだわらず、緩傾斜の丘陵地を畑

作に利用し、また水田を畑作に転換した。明治期に導入された果実栽培は、大正・昭和の農業者によ

って果樹園での栽培に発展し、品種改良や技術改良を積み重ねて販売果実を育て、商業的農業ができ

るまでになった。しかし戦後の工業化、近年における農業人口の高齢化等により、果樹農業において

も農家数は減少が続き、対策が急務となっている。 

 一方、産出額については先の図表 1で示したように、果実栽培はここ十数年、農業全体を牽引する

（図表 11） フルーツ王国おかやまを築いた先人たちの例 

1.渡辺淳一郎 …… 明治 6（1874）年、備中今井村（現在の笠岡市）で、「もも」栽培を開始。傾斜地を利

用した果樹園経営に成功。 

2.大森熊太郎 …… フランスの「ぶどう」栽培に刺激を受け、払下げ地で栽培。国営葡萄園で果物の育

て方を熱心に研究。明治 8 年果樹園建設。 

3.山内善男 …… 明治 19（1886）年、大森熊太郎とともにｶﾞﾗｽ温室を建てﾏｽｶｯﾄ・ｵﾌﾞ・ｱﾚｷｻﾝﾄﾞﾘｱ栽培

を始めた。「もも」栽培も明治 10 年代に始め、虫害防除の「袋かけ」を考案。のちに、日光を遮ったきめ

の細かい白桃の誕生につながる。 

4.小山益太 …… 中国から導入した水蜜栽培のため明治 20 年に果樹園を開き、新品種の育成や病害

虫研究に努めた。明治 28 年に「金桃」を生み出した。 

5.大久保重五郎 …… 小山の指導を受け、明治 34（1901）年に「白桃」を開発し全国に広めた。昭和 2

年に「大久保」を開発、一時期全国のもも品種の 1/3 を占めた。岡山県農事試験場の石川禎治氏が

官の立場から小山・大久保と協力し果実栽培の発展を支えた。 

6.西岡仲一 …… 昭和 7（1932）年、岡山市一宮地区の白桃と岡山 3 号の混植園で柔らかい食感の「清

水白桃」を発見。現在も高品質の白桃の代名詞として知られている。 

7.広田盛正 …… 昭和 7 年、岡山県浮田村で甲州三尺とアレキサンドリアを交配し「ぶどう」の新品種

「ネオマスカット」を開発した。 

8.入江静加 …… 戦後の岡山県温室ぶどうのリーダー。アレキサンドリアの栽培改善に成功。日照時

間の長い岡山県は温室ぶどうの主流になっている。 

（備考）小学校副読本「岡山県の農業」、目瀬守男「岡山の果樹」、岡山県・市資料等 
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ように増加し、農家（経営体）当たりの産出額は高まっているとみられる。 

 しかし、岡山県の果実ならではの内在する問題点もあり、今後の推移は楽観できない。 

 20 年近く前に書かれた論文であるが、岡山経済研究所西村宰氏の「岡山県農業の現状と新たな動

き」（2004 年広島大学研究報告書所収）は、岡山県の果樹農業が抱える課題を生産面、販売面から

分かりやすく捉えていて、その指摘は今も意味があると考える。ポイントは以下のとおりである。 

⒈ もも 

 ①白桃は糖度・肉質とも最高の品種とされているが、袋掛けの作業が必要で手間がかかる。 

 ②気象が悪いと落果が多く、農家にとってリスクが大きい。 

 ③高級品のためギフト向けが多く、自家消費向けが非常に少ない。（⇒自家用には手頃な山梨

産・福島産が好まれている） 

⒉ ぶどう 

 ④最高級品の評価でありギフトが中心だが、人気のピオーネも旺盛な需要に応えるだけの供給

がない。 

 ⑤果樹の老木化、温室施設の老朽化が進み、産地全体としての生産体制強化が大きな課題。 

⒊ 共通 

 ⑥卸売市場からは、｢ものがいいのが岡山県、ものがないのも岡山県｣といわれる。これは見方

を変えれば、出荷量を増やせば、岡山の取扱量はまだまだ伸びるということだ。 

 ⑦出荷量を増やせないのは農業者の高齢化が大きな原因である。後継者育成が非常に重要だ。 

 ⑧近年、食文化の欧米化等により若年層の果物離れが進み、単純に甘みが強くて安い果物が売

れるという結果につながっている。色・形が申し分なく、味も最高という岡山県産の価値が

消費者に伝わらなければ今後の展望は開けない。 

 ⑨一方で、食の安全性への関心は高まり、値段が高くてもいい物は売れている。消費者に品質

の良さを PRし、ブランド力を確立していくことが大事である。 

 

（県の取り組み） 

 これらの課題に、岡山県はどう取り組もうとしているのか。 

 図表 12 は、本論で何回か引用した「21 世紀おかやま農業経営基本方針（令和 3 年 3 月）」と「岡

山県果樹農業振興計画書（令和 3年 3月）」の中から、果実とくに「ぶどう・もも」に関わる趣旨を

整理したものである。 

 「基本方針」は、農業経営基盤強化促進法（農経法）を根拠に県が策定し、要は、農業経営の基盤

である農用地・農業用建物・機械などをしっかり確保して、いわば“儲かる農業”をやろうとする担

い手を応援するものだ。近年の法改正では、農用地の利用集積、経営管理の合理化を促進するために、

農協、一社・一財、株式会社が農地所有者の代理人として農業経営や農用地の売買・貸付に参画でき

るようにしている。 

 「振興計画書」は、果樹農業振興特別措置法（果振法）を根拠として都道府県知事が定めることが

できるとしている。計画書には、果実生産の目標、果樹園経営の指標、果樹農業振興の方針、土地等

の生産基盤の整備、集荷・販売等の流通の合理化、果実加工の合理化に関する事項が記載される。 

 これら二つの文書は法定であるが、担い手確保や果実生産についての県の姿勢を読み取ることがで

きる。 

 

（儲かる産業、儲かる農業者） 

 「基本方針」の内容をみてみる。 

 岡山県は自然条件などに恵まれているが、近年は農業環境が厳しくなっている。状況を打破するた

め、県は「くだもの王国おかやまの確立」「マーケティングとブランディングの一体的な戦略展開」

「供給力強化に向けた産地の規模拡大」等々を進める、と述べている。農業全般にわたる基本方針だ

が、内容は果樹農業が県農業を牽引する柱のように読み取れる。そして、将来の姿は“儲かる農業” 
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■21世紀おかやま農業経営基本方針（令和 3年 3月） 

１ 本県農業の厳しい環境 

・温暖な気候、恵まれた自然条件、大消費地近畿圏に近い高速道路基盤を活かして、

農産・園芸・畜産などの多彩な農業が展開されてきた。 

・しかし、農業環境は非常に厳しく、人口減による過疎化、国内市場の縮小、高齢化

による担い手減少、耕作放棄地の増加等による生産活動の更なる低下が懸念。  

２ 状況打破のために 

・「くだもの王国おかやま」の確立 

・マーケティングとブランディングの一体的な戦略展開 

・供給力強化に向けた産地の規模拡大、生産性の向上 

・経営感覚に優れた担い手の確保と育成（新規就農者・認定農業者の確保）など 

３ 将来の岡山県農業の姿（10年後の目標） 

・「儲かる産業」としての農業の確立 

・「儲かる農業者」としての認定農業者の育成 

・農業産出額 1,506億円へ、担い手 4000経営体増、主たる従業員の年間農業所得概

ね 500万円確保、同じく年間総労働時間 1,800時間程度など 

■岡山県果樹農業振興計画書（令和 3年 3 月） 

１ 消費者ニーズへの対応、需要の拡大等 

・供給力の強化 （既存産地の拡大、水田の畑地化、農地の集約化、新興品種への新

改植、排水・土づくり、省力化・低コスト化、施設共同利用など） 

・新品種・新技術 （特長ある新品種育成、高齢化・大規模経営化に対応した省力技

術導入、海外での品種登録、知的財産の権利化、岡山ブランドの保護） 

・販売方法の多様化 （醸造原料・スイーツ類需要の 6次産業化、観光果樹園・直

売、レストラン販売等による競争力ある産地づくり） 

・ブランド力の強化 （全県統一の出荷規格の厳守、市場集約によるロット確保） 

・国内需要の拡大 （店舗での販売促進活動、ECサイト販路拡大、学校・企業と連

携した若い世代の需要喚起） 

・海外需要の拡大 （成長アジア地域の現地事業者との連携、参入障壁への対応） 

・気候変動・鳥獣病害虫等のリスク対応、担い手確保等 

2 くだもの王国おかやまを代表する「もも」 

・晩生品種による労力分散と経営規模拡大 

・光センサー選果、省力化に対応する新樹形の検討、化学肥料農薬の逓減 

・振興品種（晩生種等品種改良による供給不足解消・長期安定化） 

はなよめ  日川白鳳  加納岩白桃  白鳳  清水白桃 

おかやま夢白桃  白麗  ｺﾞｰﾙﾃﾞﾝﾋﾟｰﾁ  白皇®  白露® 

3 くだもの王国おかやまを支える「ぶどう」 

・振興品種と作型（時期等に適した栽培法）の組合せによる経営規模拡大 

・輸出先での規制に迅速柔軟対応 

・振興品種（供給力強化、品質向上とブランド力強化、） 

ｱﾚｷｻﾝﾄﾞﾘｱ（本県の高い技術力を支える高品質の品種）  ﾋﾟｵｰﾈ（種無しは県ブ

ドウ経営の柱）  ｵｰﾛﾗﾌﾞﾗｯｸ（安定供給が最優先）  ｼｬｲﾝﾏｽｶｯﾄ（系統出荷

“晴王”の更なるブランド力強化）  紫苑（冬ギフト供給力強化） 

瀬戸ｼﾞｬｲｱﾝﾂ（ハウス栽培中心に品質重視出荷）  

（備考）振興計画では、なし・かき・みかん・いちじくについても新興方針を提示。    

（図表 12）岡山県における振興策 



 

16 
 

“儲かる農業者”であるとし、10 年後の具体的目標は、農業産出額 1,506 億円（現在より 92 億円

増）、農業担い手は 4000 経営体増、主たる従業員の年間総労働時間は 1,800 時間に、年間農業所得

は500万円にする、としている。労働時間・農業所得の目標の意味を理解するにはもう少し勉強する

必要あるが、農業従事者が他産業従事者に比べてそん色ない水準を確保して担い手を確保する政策は

理解できる。 

 「振興計画書」では、前節で述べた｢ものがいいのが岡山県、ものがないのも岡山県｣という問題指

摘、つまり岡山果実の高品質を確保しつつ市場供給力を向上させる方策にどう取り組もうとしている

か。注目したのは、あの「備中ひでり」を克服するためにかつて選択した“水田の畑地化”が今日に

おいても産地拡大策と供給力向上策のために採用されていることである。また、“儲かる農業”で担い

手を確保することだけでなく、担い手数が現状であっても晩生品種の開発や作業の機械化によって労

働力を分散しながら、年間を通した消費者ニーズへの対応や商品供給力の拡大を図っていこうとして

いる。 

 

（海外需要の喚起） 

 今日果実においても国際間の経済関係は活発化し、成長するアジア地域とりわけ台湾・香港等にお

ける日本の果物に対する海外需要は伸びている。岡山県では海外需要に応えるため、現地事業者と連

携して販促フェアの開催や現地の制度・基準を踏まえた取引を行うことで市場拡大を図っていくこと

としている。 

 次の図表 13 は「ぶどう・もも」の輸出に関するデータである。公表されたデータを埋め込んだだ

けなので作表としては不完全であるが、傾向は理解することができる。 

 

 

 

 

 

 「もも」の岡山県輸出額は近年微増であるが、国内生産第 1位の山梨県の輸出額に大きく離されて

いる。一方「ぶどう」の輸出額は近年増加が大きく、国内生産第 1位の山梨県を上回って、トップを

確保している。今後わが国では人口減に加え、嗜好についても若い世代を中心に多様化が進み、国内

の果実需要はあまり伸びない可能性がある。そうした中で、アジア諸国・地域への海外輸出は今後の

鍵を握っているといえる。 

 

（官民連携・産学官連携の“岡山農業コングロマリット”） 

 県の組織をみると、担い手の育成、品質改良、ブランド力強化、海外への輸出振興などに対して、

官民連携、産学官連携で取り組む岡山県の姿がわかる。図表 13 は岡山県庁をはじめとする関係組織

を整理したものである。             

（図表 13）もも・ぶどうの輸出額・輸出量と国内生産量 

（備考）岡山県農林水産行政の概要 R3、毎日新聞 2022.5.24、果物ナビ都道府県ﾗﾝｷﾝｸﾞ 2018 
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 農林水産部は、市町村と協力して、県内における農業振興の旗振りを担っている。目を引くのは、

農林水産部内に設置されている「対外戦略室」である。その主な業務は、農林水産物の輸出業務、販

路開拓、ブランディング、農業の国際化対策であり、法律や条例による規制と誘導、補助金・交付金

行政という通常の行政イメージとは違った、まるで民間商社のような役割をこなす。職員を東京の中

央卸売市場（大田市場）に常時駐在させ、市況や国内外の情報を収集、県農産物の情報発信に当たら

せている。 

 担い手育成と経営基盤強化については、農林水産部の各課が役割分担しながら、外部団体の岡山県

農林漁業担い手育成財団、農業会議、農業協同組合、市町村と連携して取り組んでいる。高品質果実

等を開発する品種改良や農業技術の開発研究は、専門家集団である県農林水産総合センターの農業研

究所が岡山大学、民間のぶどう・もも関係の研究所などと連携して取り組む。 

 こうしてみると、農業振興の構え、体制はまさに“岡山農業コングロマリット”である。農業を民

間事業でなく公共事業のようにとらえ、官民連携、産学官連携で取り組んでいる。戦後奇跡の高度経

済成長をもたらした日本株式会社を思い起こさせる。本論は果樹農業という面から岡山県の農業事情

に切り込んだが、地方農政とはこういうものかと、その姿に農業県岡山の並々ならぬ決意を感じる。 

  

■県の農林水産部 

 （例）対外戦略室： 

   ・海外輸出の総合施策、情報収集･発信･販路開拓等、ブランド化施策、 

    米消費拡大の推進、農業分野の国際交流･国際化対策 

（例）農産課： 

   ・担い手育成、県立青少年農林文化センター三徳園事業（担い手研修機能）、 

    岡山県農業経営･就農支援センター事業（旧農業経営相談所） 

（例）岡山県農林水産総合センター： 

  ・農業研究所の品種改良･研究調査、農業大学校での指導、岡山大学と連携 

■県の県民局農林水産事業部 

（例）農業普及指導センター（３県民局内の９地域事務所）： 

  ・現場での技術指導、農協等との連携、資金利用相談、就農相談・育成等 

■外部団体関係 

（例）岡山県農林漁業担い手育成財団： 

  ・就業奨励金、研修活動支援、組織活動助成、担い手育成協議会支援、 

   小学校社会科副読本作成助成、農業経営･就農支援センター運営受託 

（例）農業会議： ・農地法･農業経営相談、各種就農支援事業など 

■担い手となる農業者 

■農業協同組合 

 （中央会・連合会）岡山県農業協同組合中央会（JA岡山中央会） 

          全国農業協同組合連合会岡山県本部（JA全農おかやま） 

 （総合農業協同組合）岡山市農業協同組合（JA岡山） 

          晴れの国岡山農業協同組合（JA晴れの国岡山） 

・新規就農者対策、担い手支援（労働力確保･農地集約化･企業参入支援等） 

■市町村 

■岡山大学、民間研究機関など 

（図表 13）農業者を支える岡山県庁の関係組織 
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第７節  高級品だが売れている（収益） 

 

（果実の生産所得の推量） 

 最後の分析は、せっかく苦労して作った良い品種が売れるかどうかについてである。 

 農家が「もも」「ぶどう」を売って儲かっているかどうかは、販売データを使って確認すべきだが、

販売情報を入手するのは簡単ではなさそうなので、公表済みの農林水産省・生産農業所得統計（県別）

の農業所得、産出額を使うこととした。 

 同統計では、大まかにいって次のような計算式でデータが算出されている。つまり 

  ・農業所得①＝産出額②×所得率③＋経常補助金④ 

    注：ここで産出額②＝生産量×農家庭先販売価格 

         所得率③＝（粗収益－経常補助金－雇賃･地代以外の物的経費）÷粗収益 

 経常補助金④は、どの品目も収益を左右するほどは大きくなく、かつ経年変化もほぼ一定値と仮定 

  すると、最初の式は概算で次のように書ける。 

  ・農業所得①≒産出額②×所得率③ 

 これを左右入れ替えて書き直すと 

  ・産出額② ≒農業所得①÷所得率③ または、所得率➂≒農業所得÷産出額② 

 これらの式が示すところは、果実でも他の農業品目でも同じである。 

 上の書き直した式において、所得率③は果実の場合も全品目の場合も大きな違いがなく、経年変化

も大きくない、つまり概ね一定と考えられる。そうすると、左側の産出額②について果実産出額／全

品目産出額の比率が年々伸びれば、概算イコールである右側の農業所得①の果実農業所得／全品目農

業所得の比率も年々伸びるとみることができる。つまり、生産農業所得統計を調べて、果実産出額／

全品目産出額の比率データが年々伸びていれば、その間の果実農業所得は他の品目に比べ伸びている、

つまり売れて儲けが増えていると推量できる。 

 なぜこんなまどろっこしいことをするかといえば、実は農林水産省・生産農業所得統計（県別）の

経年データで公表されている（確認できた）のは、果実産出額②・全品目産出額②・全品目農業所得

①だけであって、所得率➂に関係する果実農業所得のデータが確認できなかったからである。 

 以上を踏まえ、岡山県の統計データ（果実産出額②・全品目産出額②・全品目農業所得①）と必要

な比率をグラフ化したのが図表 14である。 

 



 

19 
 

 

 このグラフを読み取る。全品目所得／全品産出額比率（黒点線）つまり全品目の所得率➂は一時期

の高まりはあるが概して余り変化がない。一方、果実産出額／全品目産出額比率（黒実線）は上昇し

続けている。ということは、ここには表せないが「果実農業所得／全品目農業所得比率」が上昇して

いると考えられ、つまり「もも・ぶどう」を含めた果実全体の農業所得は、全品目農業所得に比して

大きくなっている、言い換えれば果実の儲けは増えている、と推量できる。 

 

（「ぶどう・もも」のネット販売価格） 

 次に、実際の販売市場では一体いくらで売られているか。ネット価格で確認してみたのが、図表

15「Amazonのネット販売価格（ぶどう・もも）の概要」である。 

 調査方法であるが、「ぶどう」は令和 4（2022）年 6 月 13 日時点で、①価格コムサイトから“ぶど

う・Amazon”でソートした Amazon 掲載の 323 商品を抽出し、②Amazon サイトの商品画面の中か

ら類似の商品、具体的には産地･品種毎に「2 房商品」あるいはその周辺商品の代表例を選び出し、

③これを一覧にしたものである。ちょっと訳あり商品で安くなっている品やふるさと納税返礼品は除

外した。同様の方法で「もも」は令和 4（2022）年 6 月 15 日時点で、①Amazon 掲載の 223 商品の中

から、②産地･品種毎に類似の玉数幅の商品の代表例を選び出し、③一覧にしたものである。こちら

もちょっと訳あり商品は除外した。筆者が思う代表例なので客観的ではないが、価格付けの傾向は出

ていると考える。特徴を示すと次のようになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ① 岡山県産の「ぶどう･もも」は他産地同品種に比べて販売価格が高い。（比較参照） 

 ② 掲載された品種のなかで、「ぶどう」は岡山産シャインマスカット晴王、「もも」は岡山

産清水白桃の掲載数が多く、売れ筋とみられる。しかし両品種とも価格が大変高く、自宅用

というより贈答用である。 

 ③自宅用では 3000 円前後で「ぶどう」ならその他産地の品種、「もも」ならその他産地の“品

種お任せ”商品が多い（図表 15）。 

 このようにみると、岡山県産はやはり「値段は高いがおいしい」という高級品イメージの商品とい

うことになる。高級品が消費者にいつまで長続きして売れるかは予測しがたく、人口減、可処分所得

の伸び悩み、嗜好の多様化など環境変化を踏まえた戦略が求められていると改めて感じる。 

 

【「ぶどう」２房】 

  各品種の最高価格 シャインマスカット「晴王」（ 岡山県産）（600g×2房）＝9800円 

           アレキサンドリア（岡山県産）（600g×2房）＝9800円 

           ニューピオーネ（岡山県産） （600g×2房）＝9800円 

  他産地の最高価格 山梨県産 巨砲（3kg）＝6980円 

           長野県産 ナガノパープル（500g×2房）＝4980円 

            山形県産 ピオーネ（計 1kg、3-4房）＝4800円  

【「もも」概ね 10玉前後】 

  各品種の最高価格 清水白桃（岡山県産） 大玉 3㎏（11玉）＝17800円 

           白鳳（岡山県産） 大玉 3kg（11玉）＝14800円 

           おかやま夢白桃（岡山県産） 2㎏（6-9玉）＝12800円 

  他産地の最高価格 山梨県産 品種おまかせ（白桃 5kg12‐20玉）＝11980円 

           長野県産 品種おまかせ（4.8kg15-18玉）＝8680円 

           和歌山県産 品種おまかせ（ 4kg 12-15玉 ）＝7980円 

           山形県産 品種お任せ（5kg12-18玉）＝7280円  

比較 

比較 
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（図表 15）Amazonのネット販売価格（ぶどう・もも）の概要 

【ぶどう】2022年 6月 13日時点 

 

【もも】2022年 6月 15日時点 

 

清水白桃 白鳳・おかやま夢白桃 他品種・混合（旬の桃、お任せ）

12000円
以上

岡山 特選大玉11玉約3kg \17,800
岡山 特選13玉3kg \16,800
岡山 14玉3.7-4kg ￥14,800

岡山 白鳳大玉11玉 約3kg
\14,800
岡山 白鳳13玉3kg \13,800
岡山  おかやま夢白桃6～9
玉 2kg \12,800

11000円台 岡山 6～9玉2kg \11,800 山梨 5kg 12-20玉 白桃おまかせ　\11,980

10000円台 岡山 ｷﾝｸﾞ8-16玉4kg \10,800 山梨　桃娘4kg11-13玉　\10,350
9000円台 岡山 ﾛｲﾔﾙ8～16玉3kg \9,800 岡山 白鳳6-9玉\9,580

8000円台

岡山 ﾛｲﾔﾙ5-10玉 2.4kg ￥8,800 山梨 （注文時期に応じ） 13-15個5kg　\8,200
山梨 （白鳳・白桃・甲斐黄金）15-18個 5Kg \8,000
長野 お任せ 約4.8kg 15～18玉 ￥8,680

7000円台

岡山 ﾛｲﾔﾙ5-10玉 2.0kg  \7,800 和歌山 （注文時期に応じ） 4kg 12-15玉 \7,980
山形 （注文時期に応じ）  12-18個5kg 　 \7,280
山梨 旬の桃(白鳳・白桃) 5k 15～18玉 ￥7,020

6000円台

岡山 ﾛｲﾔﾙ4-8玉1.5kg  ￥6,800
岡山 ｷﾝｸﾞ5-10玉 2.0kg  ￥6,800

山梨（注文時期に応じ） 5kg \6,980
和歌山　（時期に応じ） 7kg（3.5kg×2箱）￥6,980
山形 白桃 秀品 5kg 12玉-18玉 ￥6,780
山形 黄桃 秀品 5kg12-18玉 ￥6,770
長野 お任せ 2.8kg 9-12玉￥6,780
福島 品種指定不可3.6kg12-22玉￥6,6805000-

4000円台
（略） （略） （略）

3000円台

岡山 ﾛｲﾔﾙ4-6玉１kg　\3,980
岡山 ﾛｲﾔﾙ220g×3玉 ￥3,800

和歌山 紀州白鳳・白桃3.5kｇ15-22玉 ￥3,980
山形　白桃 5kg ￥3,980
山形 白桃・黄桃詰合せ秀品 2kg5-8玉￥3,970
山梨 お任せ3kg ￥3,980
福島 品種指定不可1.8kg 6-11玉￥3,980
福島　あかつき秀品1.5kg5-6個 \3,800

2000円台

岡山 ｴｰｽ250g×3玉 ￥2,980
岡山 ｷﾝｸﾞ220g×3玉 ￥2,980

旬の産地(※)　はなよめ　白鳳1kg前後3-6玉 ￥2,980
　※産地＝熊本・福岡・和歌山・山梨・長野・青森など
山梨 旬の桃(白鳳・白桃) 1.6k 4-6玉￥2,950
山形 黄桃 2kg5～9玉(ご家庭)￥2,970
和歌山 おまかせ（紀州白鳳・白桃）2kg6-12玉￥2,980
福島 あかつき 白桃 2kg 6-8玉 ￥2,740
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むすびに 

 

 本論のテーマは「岡山県はなぜ果物がおいしいか」である。生産者側の切り口から仮説を立て、公

表された各種の情報で検証を試みた。 

 結果を整理すると 

1. 温暖で好天の多い気候は果実栽培に向いている（天気） 

2. 土壌改良により果実栽培に適した土を確保している（土地）  

3. 農家数減少の中で官民挙げての切磋琢磨と協力がある（生産者） 

4. 品種改良に積極的に取り組んでいる（技術） 

5. 先人の努力がフルーツ王国おかやまの礎になって生きている（歴史） 

6. 行政の積極的な支援体制がある（行政） 

7. 高級品だが売れている（収益） 

 

 想定された結果かもしれない。本論分析が基本的に文献調査であり推量もしているので、おいしさ

の的確な検証になったかどうかは分からないが、分析を通じて、明治から今日に至るまでの岡山県の

努力や今後の方向を確認することができた。 

 視察中に聞いた岡山県の畜産事情や乳製品研究についての専門的な話は大変勉強になった。その刺

激もあって、果樹農業の資料を集める過程で岡山県畜産協会発刊の「岡山県畜産史」に出会うことが

できた。 

 県の畜産は産出額が 548億円、農業全体の約４割を占める（令和 2年の乳牛・肉用牛・鶏卵・ブロ

イラーの合計）。歴史も古い。畜産史によると、律令制に基づく官牧の全国配置が西暦700年から始

まり、その一環で備前国児島で馬牛牧（放し飼い）が始まった。その後県南部や沿岸部において富裕

農民・地方豪族による牛馬所有が進み、18 世紀（江戸期半ば）に入ると飼育地は美作方面に展開。

19世紀中期には真庭などの県北部の中国山地に移っていった。 

 飼育が始まったころの馬牛の利用は、祭礼用の殺生を除けば、主として駄載用、農耕用だという。

乳も食用・薬用に使われ、蘇（乳を煮詰めた固形物）・酪（発酵乳やチーズ類）・醍醐（飲むヨーグ

ルト類）が作られたとある。 

 乳用牛飼育が岡山県で本格的に始まったのは、明治初期に真庭在住の池田類次郎氏が大規模牧場を

作って外国の乳用種・乳肉兼用種を導入し、これにあわせて在来の和牛についても乳牛に改良するな

どして、乳牛飼育を始めた。 

 ジャージー牛が蒜山に導入されたのは戦後の昭和 29（1954）年。蒜山は旧陸軍の演習地で、気候は

積雪寒冷地。国土総合開発法で特定地域総合開発が計画されダム建設が行われようとしていた。県は

その対案として、岡山大学の協力を得て草地酪農による蒜山振興を国に提案。県の熱意に応え計画を

変更。草地酪農を進めることになり、放牧に適し、気候風土に適応性があり、小柄で温順な、割合安

価に輸入でき、防疫の問題も少ないジャージャー種が選定された。そして昭和 29（1954）年 10月、

ニュージーランドから輸入されたジャージー牛 92 頭が初めて蒜山の土を踏んだ。想像すると当時の

人たちの喜びが感じられる。 

 その後は視察中の講義で聞いたように、酪農家・地元真庭市・県・国・大学等が協力して畜産振興

に努め、いまや日本で一番多い約 2000頭のジャージー牛が飼育されている。 

 果実同様、畜産も豊富な物語があるようで、畜産史をゆっくり読んでみたいと思う。 

 

 このたびの岡山県視察は、昨年暮れに声をかけていただいた青山先生をはじめ参加された皆さま、

現地で協力していただいた皆さまのお陰で、大変有意義なものとなりました。また、企画から現場対

応に至る各段階で組織力の素晴らしさに感動しました。結びに当たり、改めて皆さまに心から感謝申

し上げます。                                  （以上） 


